
令和７年度第１回島根県幼児教育推進協議会 

議事次第 

 

 

１ 日時 令和７年７月１１日（金）10：00～12：00 

 

２ 会場 サンラポーむらくも ３階 ちどりの間 

 

３ 議題 

（１）県幼児教育センターの施策説明 

①令和 7 年度 島根県幼児教育センターの体制について 

    ②令和 7 年度 島根県幼児教育センターの事業について 

      ・事業概要 

      ・幼小連携・接続アドバイザーの業務について 

      ・幼児教育コーディネーターの業務について 

      ・令和７年度 幼児教育センター主催研修について 

③「しまねの架け橋期の教育ガイド」について 

 

 （２）県幼児教育センターの取組について協議 

 

 

４ 配付資料 

 資料１ 島根県幼児教育推進協議会開催要領（委員名簿） 

 資料２ 会議の公開の取扱いについて 

資料３ 令和 7 年度 島根県幼児教育センターの体制について 

資料４ 令和 7 年度 幼児教育総合推進事業について 

資料５ 幼小連携・接続アドバイザーの業務について 

資料６ 幼児教育コーディネーターの業務について 

資料７ 幼児教育センター主催研修の概要について 

資料８ 「しまねの架け橋期の教育ガイド」について 



１．委員

氏名 所属・職名 出欠

小山　優子 公立大学法人島根県立大学人間文化学部　教授 出

武田　優美子
島根県国公立幼稚園・こども園長会　会長
　（松江市立しんじ幼保園　園長）

欠

西谷　正文
島根県私立幼稚園連合会　理事長
　（学校法人光幼稚園認定こども園光幼保園　園長）

出

川上　雅文 荒茅保育園　園長 出

相山　慈 認定こども園あさりこども園　統括園長 出

塩満　恭子 認定こども園神田保育園　園長 出

黒﨑　美明
島根県幼児教育研究会会長
　（出雲市立今市幼稚園　園長）

出

佐藤　淳
島根県小学校長会会長
　（松江市立大庭小学校　校長）

出

岡田　直樹 　島根県幼稚園・こども園PTA連合会　会長 欠

持田　万規子 松江市こども子育て部こども政策課　保育指導官 出

重田　幸 　大田市健康福祉部こども政策課　副主幹 欠

八束　政義 島根県教育庁特別支援教育課　課長 出

２．事務局

氏名

伊藤　広志

野島　博行

野津　明久

関野　淳也

岩成　佳子

永島　千津子

小笹　栞太

梶谷　美鈴

高橋　ひとみ

渡邊　紀子

島根県健康福祉部子ども・子育て支援課　課長補佐

島根県健康福祉部子ども・子育て支援課　主査

島根県健康福祉部子ども・子育て支援課　主任

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　企画幹

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　指導主事

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　幼小連携・接続アドバイザー

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　幼児教育コーディネーター

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　主事

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　指導主事

令和７年度第１回島根県幼児教育推進協議会　出席者名簿

所属・職名

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　室長



島根県幼児教育推進協議会開催要領 

（令和５年５月８日 島根県健康福祉部・島根県教育委員会（島根県幼児教育センター）） 

 

第１ 目的 

本県における円滑な幼小連携・接続の推進及び幼児教育の質の向上を図るため、しま

ねの架け橋期の教育ガイド（以下「ガイド」という。）に基づく各種施策の推進状況等

について、学識経験者や市町村・市町村教育委員会、幼児教育施設の関係者等との意見

交換を行うため、島根県幼児教育推進協議会（以下「推進協議会」という。）を開催す

る。 

 

第２ 議題 

推進協議会の議題は、次のとおりとする。 

１ ガイドに係る次の事項 

⑴ ガイドに掲げた施策の推進状況 

⑵ 各種施策の課題と成果及び普及方策 

２ その他必要と認められる事項 

 

第３ 構成 

１ 推進協議会は別表に掲げる者をもって構成する。 

２ 構成員は島根県幼児教育センターが選定する。 

 

第４ 任期 

  １ 委員等の任期は、令和８年３月 31 日までとする。 

２ １に掲げる期間後の委員の任期は３年として、再任されることができる。 

 

第５ 運営 

１ 推進協議会は、必要に応じて島根県幼児教育センターが招集し主催する。 

２ 推進協議会に座長、副座長を置く。座長、副座長は委員の互選により選出する。 

３ 座長は、推進協議会の議事進行を務める。 

４ 副座長は、座長が不在等の場合に、座長の職務を代行する。 

５ 島根県幼児教育センターが特に必要があると認めるときは、構成員以外の者に推

進協議会への出席を求め、その意見を聞くことができる。 

６ 推進協議会は公開とする。 

 

第６ その他 

１ 推進協議会の事務は、島根県幼児教育センターにおいて行う。 

２ この要領に定めるもののほか、推進協議会の運営に関し必要な事項は、島根県幼児教育

資料１ 



センターが別に定める。 

附則 

この要領は、決定の日から施行する。 

この要領は、令和７年４月１日から施行する。 

 

別表（第３関係） 

第３の１に掲げる者は次の者とする。 

１ 幼児教育機関・小学校・特別支援学校関係者 

２ ＰＴＡ関係者 

３ 学識経験者 

４ 行政関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



会議の公開の取扱いについて 
 

 

１ 会議の公開について 

会議は、原則として公開する。ただし、非公開情報等を使用して議事を運営

する場合等、座長が非公開が適当と認める場合には、非公開とすることができ

る。 

 

２ 会議資料の公開について 

  会議資料は原則として公開する。ただし、座長が非公開が適当であると認め

る場合には、その一部又は全部を非公開とすることができる。 

 

３ 会議の傍聴について 

（１）会議を傍聴しようとする者は、個人又は団体（報道関係機関を含む）を問

わず、指定する期日までに島根県幼児教育センターに申し込むこととする。 

（２）傍聴の受付は先着順で行い、定員になり次第受付を終了する。 

 

４ 議事概要の公開について 

  座長は会議の議事概要を作成し、これを公開するものとする。 

資料２ 



令和７年度
島根県幼児教育センターの体制について

島根県幼児教育センター
島根県教育庁学校教育課、島根県健康福祉部子ども・子育て支援課

1

【幼小連携・接続の具体的な取組の推進】

【いきいきと遊びこむ子どもをめざす

保育、教育の実現への支援】

資料３



2

島根県幼児教育センターの設立（平成30年4月教育委員会と
健康福祉部の共管による）

幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を
培う大変重要な時期であり、親しい大人に認
められたり励まされたり、また様々な体験を
することにより子どもの発達は一層促進され
ます。島根県では、こうした大切な時期の子
どもたちの学びをしっかり支え、小学校以降
の豊かな心や確かな学力などに確実につなげ
ていくため、平成３０年４月に島根県幼児教
育センターを開設しました。

「島根県幼児教育振興プログラム」
〜はじめに〜より

令和２年度〜令和６年度

島根県幼児教育振興プログラム



R７ 島根県の幼児教育推進体制

センター長 副センター長
島根県幼児教育センター

島根県 【特別支援教育課 保健体育課 人権同和教育課 島根県教育センター 各教育事務所
家庭教育支援・子育て支援担当者連絡会】

◆市町村体制整備のための支援

【社会教育主事調整監・企画幹】
スタッフ：松江・浜田教育事務所社会教育主事

企画幹
○各ブロック家庭教育支援の実態把握

【子ども・子育て支援課】
課長補佐 1名
事務職員 ２名

○市町村等渉外
○幼児教育推進協議会
○幼児教育実態把握調査
○新規採用保育教諭・保育士研修事業
○幼児教育AD任用に係る事務

【学校教育課：幼児教育推進室】

室長 1名 〇総括
企画幹1名 〇市町村との連携〈課題改善状況の実態把握分析〉

○新規採用幼稚園教諭指導員派遣事業
指導主事２名 ○研修指導内容の充実、企画・運営

○ふるまい推進事業
幼小連携・接続アドバイザー１名

○各市町村主催の研修支援（講師）R６の継続・拡大
幼児教育コーディネーター 1名

○幼児教育の質の向上に向けた市町村支援
（市町村AD等への指導・助言、幼児教育施設への訪問指導同行等）

主事1名 ○文科省補助事業
○幼児教育総合推進事業に係る事務

3

センター長（幼児教育推進室長） 副センター長（子ども・子育て支援課長）



4

島根県の取組について
「しまね教育振興ビジョン」に基づく県内の幼小連携・
接続の推進
○「しまねの架け橋期の教育ガイド」に基づき、幼

児教育及び小学校、地域、家庭が一体となった架け
橋期（５歳児〜１年生の２年間）の教育を充実

○幼小合同会議や保育・授業研修会等を通して、全て
の幼児教育施設と小学校が教育内容や指導方法等の
相互理解を深める取組により、架け橋期の学びのつ
ながりを推進

○幼児教育施設と小学校との協働により、架け橋期の
カリキュラムを編成・実施・検証ができるよう、島
根県幼児教育センターにおいて、市町村における研
修支援や幼児教育アドバイザー等への指導・助言を
実施 「しまねの架け橋期の教育ガイド」P３より

令和７年度〜

しまねの架け橋期の教育ガイド



5しまねの架け橋期の教育ガイドP１０より



令和７年度

幼児教育総合推進事業

島根県
幼児教育センター

資料４

1



島根県幼児教
育推進協議会

国

島根県
幼小連携・接続

推進実践研究事業

・質の向上研修
・幼小接続研修

・シンポジウム

連携強化 推進体制整備支援
■市町村担当者会 ■幼児教育アドバイザー研修 他

県
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島根県 幼児教育総合推進事業

  事業
通知・報告・依頼

県

架
け
橋
ア
ド
バ
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ザ
ー

・
学
び
の
集
団
づ
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り

保
育
士
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ン
タ
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ン

カリキュラムコーディネーター
・カリキュラム開発支援

市
町
村
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

幼
児
教
育
担
当
課
・
教
育
委
員
会

実施
しまねの
架け橋期の
教育ガイド

市町村

架け橋期の
カリキュラム

接続

接続

質の向上同行支援

成
果
検
証

「
幼
小
連
携
・
接
続
に
関
す
る
実
態
調
査
」

評価 協議 審議

カリキュラム開発共同研究・人材育成 ※市町村委託

成果
普及

成果
普及

質

質

連携
育成支援

ガイド

家庭教育支援 等

2



幼児教育総合推進事業 詳細

3



幼稚園教諭 保育教諭 保育士

新任研【法定研】*私立︓希望者

新任保育士・保育教諭研修

保育教諭・幼稚園教諭・保育士合同研修

キャリアアップ研修中堅研【法定研】

中堅研修（幼児教育施設）

管理職研修（幼児教育施設）

就学前人権教育講座
幼児教育推進研修

集合型研修（参加人数）
幼児教育推進研修、保幼教諭・保育士合同研修、管理職研修、中堅職員研修

R4 533人
R5 923人
R6 681人（オンデマンド視聴 約400人）

研修

県
主
催
の
研
修

管理職

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

幼児教育センター主催
市町村支援

⋄保育参観後の助言⋄幼小連携・接続研修支援
（幼小接続の趣旨、カリキュラム開発）⋄研修計画作成への協力⋄幼児教育施設の保育視察への同行支援⋄幼児教育アドバイザーからの相談⋄開発会議への参加・助言⋄講演講師⋄幼児教育施設のヒアリング

１１市町村 延べ１３５０名

4



連携強化・推進体制整備支援
⑴ 市町村担当者連絡会議

・年度当初（５月２７日）年度途中（９月３０日）年度末（３月）の３回開催。
行政説明、情報交換及び市町村担当者への研修を行う。

・各市町村の幼児教育推進体制の整備状況を把握し、支援方法を確認する。
・渉外：子ども・子育て支援課、事前支援調査と内容：学校教育課

⑵ 年４回の市町村幼児教育アドバイザー研修
・学校教育課、子ども・子育て支援課（研修支援）
※ アクティブな研修を中心に、ファシリテート方法等の

              スキルアップを目指す。

⑶ 幼児教育アドバイザー未配置の町村に対する支援
家庭教育支援 等

⑴ ふるまい推進派遣員による保護者を中心とした「親育ち」を実施

⑵ 各市町村派遣社会教育主事から、各市町村の取組状況を把握、周知
＊ 松江教育事務所社会教育企画幹：東部
＊ 浜田教育事務所社会教育企画幹：西部 5



幼小連携・接続推進実践研究事業
1   現状

・ 幼小連携は、各市町村における研修等を通して幼児教育施設、小学校
共に理解されてきており、年数回の授業参観、行事や研究会への参加等
の幼小の交流を実施

・ 県においては、幼小連携・接続アドバイザーを中心に、カリキュラム
の協働作成に係る支援や、各市町村が主催する合同研修の講師、研修企
画支援を実施

・ 幼小接続（架け橋期のカリキュラム開発）が進まない状況
・ 1年生のいじめや不登校の状況への懸念

２ 事業の趣旨

本事業では、幼児教育施設と義務教育学校前期課程を含む小学校(以下、

幼小という)の架け橋期（5歳児から小学校1年生までの2年間をいう）の教

育の質的向上を図るため、実践的に研究を行う推進校区(中学校区単位)を
指定し、得られた研究成果を広く県内に普及することで、県内各市町村に

おけるしまねの幼小連携・接続を推進する。

３ 事業の内容 ⑴

① 架け橋期のカリキュラムの開発、実施、評価、改善

・ カリキュラムの開発やその実施をサポートするコーディネーター

の配置・育成

② 小学校1年生の集団づくりや授業づくり上の課題の明確化

          ・ 学級づくり支援等を行うアドバイザーの配置・育成
③ 教員等の小学校教育及び幼児教育の相互理解

   ・ 保育者の小学校へのインターン
   ・ 小学校教員の保育体験

④ 取組の成果や課題の普及
・   公開授業、公開保育、研究発表 等

事業内容 ⑵

① 推進体制
・教育委員会及び幼児教育施設担当課で推進体制を整備

・幼児教育アドバイザーを体制に加える
② 研究支援

・委託市町村は、推進校区における研究に対して指導・助言を行う。
・指導・助言に当たっては、島根県幼児教育センターと協働で取り組む。

・カリキュラムコーディネーターを任用する。
・架け橋アドバイザーを任用する。

事業内容⑶

① 島根県幼児教育センターの支援

・委託市町村との連絡調整を図る。
・推進校区の架け橋期のカリキュラムの開発等に継続的な指導・助言を行う。

・カリキュラムコーディネーター及び架け橋アドバイザーの育成や活動支援を行う。

４ 事業期間
３年（Ｒ７年度～Ｒ９年度）

５ 事業費 ４，０００千円（委託市町村あたり）

※研究内容①：国補助事業（国1/2）財源充当 研究内容②、③：県単独事業

6



その他 ⑴ 実態把握調査、周知（野島）
① 目的

〇 実態を把握し、その後の研修、県民等への理解促進に活用 ＊KPI指標
② 方法

〇 幼児教育施設、小学校、５歳児保護者、小１保護者にアンケートを実施（10月実施）
※ Ｒ５より回答方法をすべて「しまね電子申請サービス」に統一
※ 小学校悉皆

〇 アンケートの集計、分析、周知
・ 市町村担当者連絡会議で県結果概要を市町村と共有（学校教育課企画幹）

③ 役割分担
〇 アンケート実施、分析、周知（渉外：子ども・子育て支援課、内容：学校教育課企画幹）

⑵ 組織（幼児教育センター）強化（野島）
① 方法
 〇スタッフ会

・県の施策や幼児教育センターの取組等について共通理解、企画運営の検討
・職務別の情報交換

② 役割分担
・運営：子ども・子育て支援課 内容：学校教育課

⑶ 未就学児の体力向上や読み聞かせの取組の推進（保健体育課、社会教育課との連携事業）
① 方法

〇 幼児期からの運動促進に係る取組（保体課）
〇 読書普及指導に係る研修（社教課）

② 役割分担
〇「幼児期の運動遊び」指導者講習会（保体課：企画運営、学校教育課：運営補助）・・野津
○ 社教課主催の読書普及に係る研修会等（社教課：企画運営、学校教育課：講話）・・永島、岩成

7



⑷ 人材確保（養成学校連携）、処遇改善施策支援
① キャリアアップ研修支援

・ 研修講師・・室長
② 養成校との連絡協議会等への参加（室長：オブザーバー）

⑸ 島根県幼児教育推進協議会（渉外・内容：学校教育課）（室長）
本県における幼児教育の質の向上を図るため、しまねの架け橋期の教育ガイドに基づく各種施策の取組状況等に

ついて、学識経験者や市町村・市町村教育委員会、公私立の幼稚園、保育所、認定こども園の関係者等との意見交
換を行う（年３回）

8



令和6年度 県の取組の評価

幼小連携・接続に関する実態調査

P

D
Ｃ

A
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○設問【保育者】

「ご自身を振り返って次の
保育者としての資質・能
力が身についているかにつ
いてご回答ください。」

幼小連携・接続に
関する実態調査

（Ｒ6.10 実施）

Ｒ６回答数：１５０２人

肯定的な自己評価の割合

10



市町村幼児教育アドバイザー配置状況

幼児教育アドバイザーとは

幼児教育の専門的な知見や豊富
な実践経験を有し、域内の幼児教
育施設等を巡回、教育内容や指導
方法、環境の改善等について指導
を行う者のこと。

各地域において、 幼児教育施設
等における一定の職務経験や研修
履歴等を踏まえて選考されるほか、
幼児教育施設における公衆衛生や
危機管理、児童心理、特別支援教
育等について専門性を有する者の
活用も考えられる。

文部科学省
（https://www.mext.go.jp/a_menu/s
hotou/youchien/1372594.htm）

11
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幼小連携・接続に
関する実態調査

（Ｒ６.10 実施）

○設問
【１年生担任】
１ ４月に見られた様子
として当てはまるものを
すべて選択してください

２ ９月に見られた様子
として当てはまるものを
すべて選択してください

Ｒ６回答数：２３６人 12
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１年生不登校児童数の推移（〜R5）

資料提供：島根県教育庁教育学校教育課 子ども安全支援室
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文部科学省初等中等教育局 「今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方
に関する有識者検討会 最終報告」R6.10）

「幼児教育と小学校教育の教育課程の構成原理等の

段差は、子供の発達の段階に応じた教育を行うために

必要な違いではあるが、子供一人一人の発達や学びは

幼児期と児童期ではっきりと分かれるものではなく、

つながっているため、必ずしも（この違いが子どもの

育ちや学びと）合致しない場合があり、そこでつまず

いた結果、不登校等の要因を生みかねない。」

14



幼小連携・接続に関する実態調査（Ｒ６.10 実施）

○設問 「連携・接続は何番目のステップにあたりますか。」

幼児教育施設

小学校

２８．７％

２３．７％
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 幼小連携・接続アドバイザーの業務について   

 

 

幼小連携・接続の推進に関して、「学びをつなぐ」という視点を大切に、市町村と相談、協力しながら研

修等を実施している。研修については、市町村が計画する集合研修だけではなく、小・中学校区の研修

や幼児教育施設、小学校における研修にも関わる。 

 

１ 令和６年度の振り返り 

 〇合同研修への関わり・・・１９市町村中１１市町村 

  ・ 令和５年度までは、主に幼小連携・接続の理解や必要性についての研修であったので、６年度は、

「架け橋期のカリキュラム」作成という視点も持ち、幼児教育と小学校教育の接続について考え、演

習を実施。 

  ・「架け橋期のカリキュラム」について 

    既に作成している市については、見直しや大切にする経験等の重点化を実施。 

    未作成の市町村では、演習を通して、小学校区で「めざす子ども像」や「大切にする経験」につい

て協議。 

    研修後、カリキュラム作成を計画的に進めている市町（校区毎のカリキュラム、市町のモデル版カ

リキュラム）もある。研修後の方向性について考えていくことも必要。 

  ・交流活動について 

    多くの小学校区で交流活動を実施している。計画的に、また、幼小双方がねらいをもって実施で

きるよう見直すことも必要。 

 〇保育や授業公開を通しての研修への関わり 

 〇研修会等への参加、視察 

 

２ 令和７年度の見通し 

 〇市町村の状況や考えを知ることを大切にして進める。 

  ・ 昨年度関わりのあった市町村とは、研修や研修後の様子を振り返り、市町村の考えを聞きながら

接続を進めるための研修等について相談し、実施していく。 

・ 昨年度に関わりがなかったところの情報を得る。市町村が中心となってしっかり進めようとしてい

るところもある。 

〇架け橋期のカリキュラム 

・ カリキュラム作成をきっかけとして、幼小が子どもの育ちと学び、互いの教育について話し合うこと

を大切に進めていく。話し合ったことを記録として残す。（可視化） 

  ・ 実践につなぐ。 

  ・ 現場の負担感が大きくならないように考えることも大切である。 

 

〇『しまねの架け橋期の教育ガイド』の活用 

    ガイドを活用し、「子どもたちのために」という視点で、幼児教育と小学校教育をつなぐ必要性につ

いて共通理解を図りながら進めていく。 

これまでは、個別に配慮等が必要な子どもについての情報交換や話し合いは、時間をかけて行

われていた。研修を通して、この時期の全ての子どもたちを対象に「育ちと学び」をつなぐという視

点で協議することの必要性を実感してもらえることを大切にしたい。    

資料５ 



幼児教育コーディネーターの業務について  

≪ 令和６年度の支援状況、振り返り ≫ 

 ◎市町村の幼児教育推進状況について情報交換、実態把握 

   ・幼児教育アドバイザー等との情報交換、推進についての相談、ヒアリング 

   ・幼児教育施設の視察、施設長との情報交換 

   ・研究発表会などの取組を視察 

 

 ◎市町村主催の集合研修、幼児教育施設ごとの研修 

   ・幼児教育に関する諸課題に対する研修実施 

    （幼児教育の基本、子育て支援、人権教育、保育案の書き方 など） 

 

 ◎園内研修、公開保育等、訪問指導の同行支援 

   ・保育内容に合わせて、資料を提示しながら支援 

（水遊び、どろんこ遊び、秋の自然物の遊び、造形遊び、運動遊び、表現遊び、異年齢保育など） 

 

≪ 令和７年度の取組 ≫ 

★前年度を踏まえた、市町村の幼児教育推進状況について情報交換、実態把握 

 ・６年度に関わった市町村では、前年度を踏まえた関わり方を相談する。 

（集合研修、訪問指導のあり方、内容など） 

   ・６年度に関わりがもてなかった市町村については、ヒアリングをする中で各市町村の思いを大切に

受けとめ、状況に合わせた幼児教育推進の取組について検討する。 

 

  ★市町村主催の集合研修、幼児教育施設ごとの研修 

   ・それぞれのテーマに合わせて研修内容を考え、『しまねの架け橋期の教育ガイド』の内容も関連づ 

けながら進める。 

   ・できるだけ演習の機会をつくり、参加者が互いに意見交換をし、横のつながりをもつことができる

ようにする。 

 

  ★園内研修、公開保育等、訪問指導の同行支援 

   ・その保育の良さを意味づけ、価値づけながら、保育内容に合わせて幼児教育のポイントをアドバイ

スするとともに、幼児教育アドバイザーと共有する。 

   ・実態に合わせて指導内容を考え、モチベーションが上がるような訪問のあり方を検討していく。 

 

  ★幼児教育アドバイザー不在の町村への支援 

    幼児教育施設の研修の実態（保育研究会などの取組、法人の取組など）を把握した上で、担当者

と相談して支援のあり方を検討する。 

 

◎各市町村の思い、園の思いを大切にし、状況に合わせた幼児教育推進のあり方、持続可能な 

進め方について、検討する。 

◎様々な市町村で工夫している取組の様子や参考になりそうな保育の様子などを、訪問時に 

伝えたり、ホームページに掲載したりして、情報発信をしていく。 

◎市町村の状況に合わせて、幼小連携・接続につながる幼児教育推進のあり方を工夫する。 

資料６ 



幼児教育センター主催研修の概要 

 

（１）  幼児教育推進研修【国：幼児教育の理解・発展推進事業】 

幼小連携・接続の必要性や在り方を理解し、推進を図るための実践的指導力を高める 

〇主管  島根県幼児教育センター・島根県教育センター・幼児教育研究会 

〇期日  令和７年８月１９日（火） １３：００～１６：００ 

〇会場  出雲市民会館 

〇内容  研究主題「幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進について」に基づい

た実践園の発表と分科会協議 

      ・実践園（松江市立佐太幼稚園、出雲市立西野幼稚園） 

・指導助言者 持田万規子 氏（松江市こども政策課指導官） 

             藤江 素子 氏（出雲市保育幼稚園課指導員） 

 

【 別途開催 】 

講演 東北大学加齢医学研究所 教授 川島 隆太 氏  

      演題：「脳を知り脳を育む ～脳科学が教える子どもを健やかに育てる方法～ 」 

      オンデマンド配信により実施 【令和７年８月８日（金）～８月２９日（金）】 

 

（２）  保育教諭・幼稚園教諭・保育士合同研修【国：幼児教育の理解・発展推進事業】 

    遊びをとおした学びを育む環境構成の在り方等についての理解を深め、実践的指導力

を高める 

〇主管  島根県幼児教育センター・島根県教育センター 

〇期日  令和７年１０月２４日（金） １３：００～１６：００ 

〇会場  オンライン（教育委員室） 

〇内容  講演（國學院大學 鈴木みゆき教授） 

 

（３）  管理職研修（幼児教育施設） 

管理職に求められる組織マネジメント、人材育成、安全管理などの資質・能力を高める 

〇期日  令和７年６月６日（金） １３：３０～１６：００ 

〇会場  オンライン（教育委員室） 

〇内容  講演「不適切保育・重大事故の法的問題とリスクマネジメント」 

     講師 野島法律事務所 野島和朋 弁護士     ※ 185 名受講 

 

（４）  中堅研修（幼児教育施設） 

園・所内研修やカリキュラム・マネジメント、地域等との連携等に係るミドルリーダ

ーとしての資質・能力の育成を図る。 

〇期日  令和７年６月２０日（金） １３：３０～１６：００ 

〇会場  オンライン（教育委員室） 

〇内容  講演「不適切保育・重大事故の法的問題とリスクマネジメント」 

     講師 野島法律事務所 野島和朋 弁護士     ※ 1５１名受講 
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（５）  市町村幼児教育アドバイザー合同研修 

   県内各市町村 １８名（飯南、川本、邑南、隠岐の島、海士、知夫 を除く）  

及び 行政等関係者 

①  第１回 

〇期日 令和７年６月１３日（金） １３：３０～１６：００ 

〇会場 オンライン（教育委員室） 

〇内容 行政説明・情報交換 

②  第２回 

〇期日 令和７年９月５日（金） １３：３０～１６：００ 

〇会場 オンライン（教育委員室） 

〇内容 行政説明・情報交換 

③  第３回 

〇期日 令和７年１１月２１日（金） 

〇会場 雲南市 みとや幼保園 他 

〇内容 公開保育参観・グループ協議 

④  第４回 

〇期日 令和７年１２月１９日（金） 

〇会場 附属幼稚園 

〇内容 講義・演習 
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幼児教育施設での事例

　 共感でき ること が多く 、良い話が聞けた。

「 入学前にこ れだけは」の話も 具体的で分かり

やすく て良かった。

　 普段あまり 話すこ と のない保護者の方々

と お話する機会があって同じ よう な悩みを共

有でき 嬉し く 思った。先生のお話も 、ために

な る こ と ば かり

で、こ れから の子

育て の参考にし

ていきたい。

　 幼児期の終わり までに育っ てほし い姿、と り わけ島根県が大切にし てき た

「 し まねのふるまい」につながる子ども たち の「 健康な心と 体」「 自立心」「 道徳

性・ 規範意識の芽生え」「 社会生活と の関わり 」など の向上や定着を めざし た

研修を 支援する「 ふるまい推進員」を 、各施設や団体などのご 要望に応じ て派

遣し ます。

★島根県ふるまい推進員の紹介

★ふるまい推進員派遣事業の概要

　 ふるまい推進員は、元保育士、元幼児教育施設長、元小学校長、子育て支援に

関わる参加型学習指導者、グループワーク 指導者など、経験豊富で、現在も 多

方面で活躍し ています。申請内容と 照らし 合わせて相談のう え、派遣推進員を

決定します。

子育てに関する講話、
情報交換

令和６ 年度の取組から（ 参加者の感想等）

就学に向けての

心構え等に関する講話



 地域の子育て支援センタ ー
（ 公民館・ 児童クラブ等）での事例

　 はば広い学年の子ども たちに「 体を大事に

するこ と 」を 話し ても ら い、と ても よかった。

子ども たち が学んだこ と を 生かし な がら 生

活し ている姿がう かがえること があり 、う れし

かった。

　 自分の心に余裕があると 、楽し みながら 子

育てができる。どのよう なこと を 心がけてい

けばよ い のかにつ

いて 具体的にお 話

し いただき 、今日か

ら 取り 組ん で い け

る内容が多かった。

親子ふれあい遊び、
グループワーク

自他を大切にすること に

ついての講話

小学校での事例

　 子育てと いう 共通のテーマで活発に意見

が交換さ れており 、よい雰囲気の中で、会が

進んだ。保護者のつながり も でき 、今後につ

ながるよ い機会

と なった。

　 ふれあいの場を も つこと で子ども たち の

関係がぐっと 近づいたよう に感じ 、笑顔も 増

えていった。今回の活動で学んだこと をきっ

かけに、さ ら に子ども たち の仲を 深めたり 、

伝え合う 力を伸ばし たりし ていきたい。

ゲームを通じ た

人間関係作り

子どもへの関わり に

関する講話



島根県幼児教育センタ ー　 ふるまい推進員派遣事業　 担当

TEL／0 8 5 2 -2 2 -6 8 5 6 　 FAX／0 8 5 2 -2 2 -6 2 6 5

E-m a i l／yo j ikyo iku@ p re f .sh im a n e .l g . j p

●乳幼児・ 児童（ 小学１ 年生～２年生）

●乳幼児・ 児童（ 小学１ 年生～２年生）の保護者

●乳幼児・ 児童（ 小学１ 年生～２年生）に関わる地域の方々

※１ 団体につき 年1 回の研修を基本とし ます。複数回希望さ れる場合は、事前にご相談く ださ い。

★研修の対象者

●派遣期間は、令和８ 年３ 月14 日までとします。

●派遣希望のおおよそ３ 週間前までには、「 申請書」で申し 込んでく ださ い。

●ふるまい推進員の派遣に係る謝金、旅費は必要ありません。

★申込について

※上記は内容の一例です。まずは、ご相談く ださ い。

具
体
的
な
内
容
の
例

○子ども たちを対象にし たも の

　・ ふるまい推進資料を活用し たふるまい定着にむけた子ども たちへの講話

　・ 子ども たちの活動「 友だちと のより よいコミ ュニケーショ ン 」

　・ 相手を思いやる言動を体験的に考える活動

○保護者や地域の方々を対象にし たも の

　・ 保護者研修での講話「 幼児期に大切なこと 、育てたいこと 」

　・ 小学校の就学前の保護者研修での講話「 基本的な生活習慣の大切さ 」

　・ 子育てサーク ルでの講話「 大切にし たい子どもと のふれあい」

　・ 公民館での世代間交流での活動「 地域で子ども を育てる大切さ を考えよう 」

○その他

　・ 保護者と 子ども の親子活動「 親子のふれあい遊び」

そ
の
他

○事業を実施いただいた後には、申請団体から「 事業実施報告書」を提出いただきます。

○申請書などの様式は「 島根県幼児教育センタ ー」H Pから ダウンロード し てく ださ い。

　 h t t p s://w w w .p re f .sh im a n e . l g . j p /e d u ca t io n /syo u sh ik a /ko so d a te /yo u j i _ k yo ik u /

本件についての

お問い合わせ

mailto:yojikyoiku@pref.shimane.lg.jp
https://www.pref.shimane.lg.jp/education/syoushika/kosodate/youji_kyoiku/


,,, ． ． ． ． ． ． ． ． 

幼児期は、「遊び」の中で周囲のヒト・モノ・コトに自ら進んで関わりながら、

豊かで多様な体験を通して、様々な「学びの芽」を育んでいく時期です。

小学校以降の学びの基礎となる「学びの芽」。
--- - - -----—·- - -- -—- ---- -

そんな「学びの芽」はどのように育まれているのでしょうか？

。

四

[
 

茫

．
 

幼児期の大切な学ひが分かる動画シリーズ

ク‘

I  幼児教育は何のため？

幼児教育は何のため？

（約2 分）

～●における資●・電力の●醍～

「遊び」は「学び」って

どういうこと？

（約 7分）

「学びの芽」を育む

多様な遊び

（約 9 分）

「学びの芽」を育む

どろだんご遊び

（約 7分）

近11・1が和i 営v・は西v・
“やってみたいが営v・の第

0 文郎科学肖



しまねの架け橋期の教育ガイド
～幼児教育と小学校教育をつなぐ～

（幼小連携・接続）

０歳からの育ちを 学びの土台に

資料８



島
根
県
幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム

令和２年度〜令和６年度
第1章 島根県幼児教育振興プログラム改訂の趣旨

性加害問題

宗教問題



P6 生きる力



１  

人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重
要
性

第２章 円滑な幼小連携・接続のために大切にしたい２つの柱

何を学ぶか

環境
（ひと・もの・こと）

どのように学ぶか

主体的・対話的で深い学び

どんな力を
身につけるか

行動の基礎
思考の基礎 感情の基礎

安定性の基礎

独自性の基礎

人
格
形
成
の
基
礎



２ 

「
架
け
橋
期
の
教
育
充
実
」
の
た
め
の
一
体
的
支
援

架け橋期
県
内
の
円
滑
な
幼
小
連
携
・
接
続
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
大
人
の

責
務
で
あ
り
、
支
援
の
一
体
化
は
不
可
欠

で
す
。

教
育
基
本
法
に
お
い
て
「
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う

重
要
な
も
の
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
幼
児
期
の
教
育
と
小
学
校
以
降

の
教
育
と
を
円
滑
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
子
供
の
成
長
を
中

心
に
据
え
、
関
係
者
の
立
場
を
越
え
た
連
携
に
よ
り
、
発
達
の
段
階

を
踏
ま
え
た
教
育
の
連
続
性
・
一
貫
性
の
基
に
、
接
続
期
の
教
育
の

充
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
架
け
橋
委
員
会
報
告

 

Ｒ
５
．
２
）



第3章 めざす子ども像の共有 ～どのように学ぶか～

いきいきと

遊びこむ子ども

周りの「ひと・もの・こと」と関わりながら

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

小学校以降の
「主体的・対話的で深い学び」



第3章 めざす子ども像の共有 ～どのように学ぶか～

しまねの架け橋期の教育ガイド

遊びこむ

・集中・没入
・試行錯誤

・気付き・発見・不思議

・解決・挑戦

・新たな課題に取り組む

期
待
す
る
子
ど
も
の
姿

島根教育振興ビジョン
〜幼小連携・接続の推進〜

第２期 学力育成推進プラン
目標３ 幼小中高の学びをつなぐ

保育授業づくりの推進

・主体的

・「問い」を立てる

・課題の解決・探究

・新たな問題の発見

期
待
す
る
児
童
・
生
徒
の
姿



幼児教育施設

第4章 取組の方向性
小学校

アクション１ 子どもの育ち・学びの相互理解

１０の姿を生かした対話
接続期の発達の学び

接続時の課題を理解しよう
幼小の段差を例示

↓
接続期の子どもの事実を確認しよう

小学校入学後に子どもが抱える課題は？
不登校・いじめを例示

↓
架け橋期のカリキュラムを開発しよう

体系的で組織的な教育を実施するために

アクション２ 幼児教育と小学校教育の接続

小



第５章 幼児教育施設における取組
【保育】

① 遊びの循環

遊びの創出  →  遊びの没頭  →  遊びの振り返り
＝心を動かす（なぜ？なに？）   ＝課題・課題解決   ＝次の課題・発展

② 「遊び込む」姿をめざした環境構成・再構成
③ 特別支援教育の視点を取り入れた保育

【人材育成】
① 保育の専門性とは
② 施設内研修の実施

【地域に開かれた教育課程（全体的な計画）】
① 家庭との連携
② 地域との連携



第６章 小学校における取組
【小学校入門期】

① 生活科を中心とした指導
・合科的な指導・関連的な指導を生かしたカリキュラム編成（スタートカリキュラム）

附属資料
１．幼小をつなぐ発達の目安
２．幼児期から小学校教育の12年間でつけたい力
３．架け橋期のカリキュラム作成上の留意事項
４．つながる保育実践例☞遊びの循環をつなぐ保育
５．研修例



子どもたちのウェルビーイングのために
子どもたちにかかわる

すべての大人のウェルビーイングのために


